
20 令和8年5月

　

令
和
８
年
度
の
軽
自
動
車
税
・
自
動
車

税
の
納
期
限
は
６
月
１
日
（
月
）
で
す
。

4
月
1
日
現
在
、
自
動
車
を
お
持
ち
の
方

に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

通
知
書
に
記
載
の
場
所
で
お
納
め
く
だ
さ

い
。
な
お
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

▽
軽
自
動
車
税

　

税
務
課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー
プ 

　

☎
95
―

１
１
１
3　

▽
自
動
車
税

　

愛
知
県
東
尾
張
県
税
事
務
所

　

☎
０
５
６
８
―

81
―

３
１
３
９

　

大
口
町
で
は
納
税
者
の
方
の
申
請
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

減
免
の
要
件

●�

身
体
障
が
い
者
ま
た
は
戦
傷
病
者
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
自
分
で

運
転
し
て
い
る
こ
と
。

●�

身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
知
的
障
が
い
者
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人
と

生
計
を
一
に
す
る
人
が
運
転
し
て
い
る

こ
と
。

●�

身
体
障
が
い
者
（
18
歳
未
満
）、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
知
的
障
が
い
者
で
、
そ

の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
し

て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
障
が
い

者
の
た
め
に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

●�

身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
常
時
介
護
し

て
い
る
人
が
、
そ
の
障
が
い
者
の
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人
の
た
め

に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

注
意
点

※��

減
免
は
、
障
が
い
者
等
１
人
に
つ
き
１

台
で
す
。
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※��

「
生
計
を
一
に
す
る
」
と
は
、日
常
生
活

の
資
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
を
い
い
、

必
ず
し
も
同
一
家
屋
に
居
住
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

※��

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽�

障
害
者
手
帳
等

▽�

運
転
す
る
方
の
免
許
証

▽�

車
検
証

▽�

納
付
書
（
納
付
前
の
も
の
）

▽�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
番
号

確
認
書
類

※�

減
免
を
受
け
る
方
は
、
５
月
25
日
（
月
）

ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
。

　

小
型
自
動
車
（
排
気
量
２
５
０
cc
超
）

の
車
検
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
軽

自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ

Ｋ
Ｓ
）
に
よ
り
、
納
税
証
明
書
の
提
示
が

原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
口
座
振
替
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

ア
プ
リ
で
納
付
さ
れ
た
際
の
納
税
証
明
書

の
送
付
を
廃
止
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納

税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

登�
記
あ
り
家
屋　

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登�

記
な
し
家
屋　

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車　
　
　

▽
廃
車
・
譲
渡
し
た
ら
し
た
ら

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
標
識
交
付
証
明

書
を
持
参
し
、
役
場
税
務
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
購
入
し
た
ら

販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書
を
持

参
し
、
15
日
以
内
に
役
場
税
務
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

住
所
な
ど
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間
は
対
応

で
き
ま
せ
ん
。

▽�

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自

動
車
以
外
の
手
続
き
場
所

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所　

　

小
牧
支
所

普
通
自
動
車
・
小
型
自
動
車
・
１
２
６
cc

以
上
の
二
輪
車

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局　

小
牧
自　

動
車
検
査
登
録
事
務
所

�

税
に
関
す
る
手
続
き

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

軽
自
動
車
税
の
減
免

小
型
の
二
輪
自
動
車
の

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
車

検
用
）
送
付
廃
止



家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

21令和8年5月

戦傷病者の
軽自動車税減免基準

戦傷病者手帳の交付を受
けており、町の基準に該
当している

知的障がい者の
軽自動車税減免基準

厚生労働大臣の定めによ
り交付を受けた療育手帳
に、障がいの程度が「A」
と記載されている

精神障がい者の
軽自動車税減免基準

精神保健および精神障害
者福祉に関する法律施行
令の規定により交付を受
けた精神障害者保健福祉
手帳に「1級」と記載さ
れている

身体障がい者の軽自動車税減免基準

障がいの区分
障がいの級別

身体障がい者が運転する場合 身体障がい者※本人以外が運転する場合
視覚障害 1級から 4級までの各級 同　　左

聴覚障害 2級および 3級 同　　左

平衡機能障害 3級 同　　左

音声機能障害 3級（喉頭摘出による音声機
能障害がある場合に限る）

上肢不自由 1級および 2級 同　　左
下肢不自由 1級から 6級までの各級 1級から3級までの各級

体幹不自由 1級から 3級までの各級
および 5級 1級から3級までの各級

乳幼児期以前の非進行性
の脳病変による運動機能
障害

上肢機能 1級および 2級 同　　左

移動機能 1級から 6級までの各級 1級から3級までの各級

心臓機能障害

1級、3級
および 4級 1級および 3級

じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう又は直腸の機能障害
小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害
1級から 4級までの各級 1級から3級までの各級

肝臓の機能障害
※�本人以外が運転する場合とは、身体障がい者と生計を一にする方、もしくは、単身で生活する身体障がい者を常時介護する方が軽自動車を運転する場合をいいます。

　

令
和
8
年
１
月
２
日
以
降
に
完
成
（
新

築
・
増
築
）
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
令

和
９
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
る
た
め
、
対
象
の
方
に
家
屋
調
査
の

依
頼
文
書
を
順
次
発
送
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
建
物
（
居
宅
・
車
庫
・
物
置

等
）
の
構
造
や
使
用
さ
れ
て
い
る
資
材
を

調
査
し
て
、
固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
た

め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日
時
を
調
整

し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て
お
こ
な
い

ま
す
。

　

調
査
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
建
築
確
認
や
建
築
図
面
な
ど
を
も
と

に
各
部
屋
の
資
材
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ
先　

税
務
課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー

プ　

☎
95
―

１
１
１
３　

五
条
川
ら
ら
ら
と
流
る
春
の
風

吉
田　

美
穂

冬
枯
の
田
ん
ぼ
顕
る
土
黒
し

松
坂　

年
造

両
岸
の
桜
見
上
げ
て
堀
巡
り

安
藤　

克
典

畝
一
本
夫
と
並
び
て
摘
み
菜
か
な

渡
辺
す
み
子

爪
の
土
え
ぐ
る
想
像
つ
く
し
ん
ぼ　
　安

藤　

亮
子

悪
相
の
笑
顔
と
な
れ
り
焚
火
か
な

水
野　

邦
子

石
仏
の
ま
な
ざ
し
の
先
梅
含ふ
ふ

む

平
本
の
り
子

梅
の
散
り
残
り
香
探
す
寺
の
庭

大
森
恵
美
子

日
向
ぼ
こ
背
中
丸
め
て
生
あ
く
び

相
川
八
重
子

生
命
の
進
化
赤
子
に
春
の
雪

土
川　

照
恵

※�

広
報
４
月
号
に
掲
載
し
た
芙
蓉
句
会
大
森
恵
美
子
さ
ん
の
俳
句

に
つ
い
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
三
ヶ
日
過
ぎ

て
安
ら
ぐ
老
夫
婦
」で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

目
の
手
術
心
の
曇
り
ま
で
治
り

数
川　

謙
二

満
開
の
花
び
ら
散
っ
て
春
を
ま
く

天
野　

信
和

旅
先
の
浴
衣
選
び
に
花
が
咲
く

高
橋
あ
や
子

許
す
と
は
言
わ
な
い
父
が
孫
を
抱
き八

木
百
合
子

C
M
は
洗
濯
物
を
干
す
チ
ャ
ン
ス

吉
田　

雄
亮


